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１ 問題と目的 

 兵庫県教育委員会（2023）の調査によると、兵庫県立高等学校において、学校の授業が

よく分かると感じている生徒の割合は、62.2％（令和４年度）であった。文部科学省（2018）

は、高等学校学習指導要領解説総則編の中で、「わかる喜びや学ぶ意義を実感できない授業

は生徒にとって苦痛であり、生徒の劣等感を助長し、情緒の不安定をもたらし、様々な問

題行動を生じさせる原因となることも考えられる。教師は、生徒一人一人の特性を十分把

握した上で、他の教師の助言や協力を得て、指導技術の向上、指導方法や指導体制などの

工夫改善を図り、日頃の学習指導を一層充実させることが大切である」と述べている。わ

かる授業に向けた授業改善の視点として、ユニバーサルデザインの考え方がある。教育分

野では、障害のある子どもを含む多様な子どもたちを包摂し、すべての児童・生徒がわか

りやすく学びやすい教育のあり方を「教育のユニバーサルデザイン」として実践研究が進

んでいる（菊池,2022）。高等学校の授業においてユニバーサルデザインという概念は、平

成 30 年度に高等学校において通級による指導が制度化されたことをきっかけに知られる

ようになった。独立行政法人国立特別支援教育総合研究所（2020）は、障害のある生徒に

とって分かりやすい授業は、障害のない生徒にも分かりやすい授業であることを全ての教

員が理解し、指導力の向上に努めることが必要としている。また、こうした考え方を教職

員全体で周知していくためには、研修の実施が必要であると述べている。 

本県では、平成 28年に県内小中学校３校をモデルとして、特別支援教育の視点をいかし

た授業のユニバーサルデザイン化ハンドブック（兵庫県教育委員会,2016）を作成した。授

業づくりや学級経営に特別支援教育の視点を取り入れ、発達障害等のある児童生徒が学び

やすいように指導方法等を工夫改善することは、結果として、全ての児童生徒にとってわ

かりやすい授業につながることが示された。しかし、高等学校における有効性についての

検証はされていない。そこで、本研究では、高校教員３年次研修において授業のユニバー

サルデザイン化に関する意識調査を行うとともに、ユニバーサルデザインの視点を取り入

れた研究授業を行い、その効果を明らかにすることを目的とする。また、昨年度から取り

組んでいる、高等学校教員向けのユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業改善リー

フレットを作成し、次年度以降の研修に生かすこととした。

高橋ら（2021）は、ユニバーサルデザインに基づく教室環境の整備、授業改善の実践を

行った結果、児童の学習に対する注意集中時間や学習参加の姿勢が改善し、学習意欲が向
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ルデザインの有用性を示唆されたと述べている。令和５年６月 16日に閣議決定された教育

振興基本計画によると、ウェルビーイングとは身体的・精神的・社会的に良い状態にある
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を向上させることができるのではないかと考える。

２ 実践研究 

(1) 調査目的

・対象 高校教員３年次研修第１回受講者 138 名

・期間 令和５年７月 10 日

・方法 選択と記述併用で Google フォームによる調査

・結果

研修の受講前後に実施した調査結果を表１に示す。なお、研修受講後の調査項目につい

ては（ ）で示している。研修受講前と受講後を比較すると、８つの調査項目すべてで、

数値の上昇が見られた。中でも、「２ 授業のユニバーサルデザイン化の必要性を感じたか」

と「８ ユニバーサルデザインの視点に基づく授業づくりの実践の必要性を感じたか」と

いう調査項目では、研修受講後に受講者全員が「はい」と回答している。 

調査項目

はい いいえ はい いいえ

1 インクルーシブ教育について説明できるか 39.4 60.6 93.5 6.5

2
授業のユニバーサルデザイン化という言葉を聞いたことがあるか
（授業のユニバーサルデザイン化の必要性を感じたか）

69.3 30.7 100.0 0

3
授業のユニバーサルデザイン化ハンドブック（兵庫県教育委員
会,2016）を知っているか（ハンドブックを活用したいと思うか）

12.4 87.6 94.3 5.7

4
高等学校における特別支援教育リーフレット（兵庫県立特別支援教
育センター,2020）を知っているか（リーフレットを活用したいと
思うか）

2.2 97.8 87.0 13.0

5
勤務校の特別支援教育コーディネーターの先生を知っているか（勤
務校の特別支援教育コーディネーターから助言をもらおうと思った
か）

69.3 30.7 91.9 8.1

6 UDフォントを知っているか（UDフォントを活用しようと思ったか） 81.8 18.2 96.7 3.3

7
UDフォントを使用した教材や学年通信等を作成したことがあるか
（UDフォントを使用して作成しようと思ったか）

67.9 32.1 95.9 4.1

8
ユニバーサルデザインの視点に基づく授業づくりの実践をしたこと
があるか（ユニバーサルデザインの視点に基づく授業づくりの実践
の必要性を感じたか）

49.6 50.4 100.0 0

受講前 受講後

（n＝138）

数値は％表１　授業のユニバーサルデザイン化に関する調査

授業のユニバーサルデザイン化に関する研修の受講前と受講後に表１に示した８項目の

調査を行い、ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業づくりに関する意識の変化を

明らかにする。 

 

「インクルーシブ教育システム」「高等学校における特別支援教育」「授業のユニバーサ

ルデザイン化」「UDフォント活用」についての講義・演習を実施した。講師は県立教育研

修所指導主事が務めた。次に、事前課題で各受講者が作成したユニバーサルデザインの視

点に基づく授業の学習指導案を、各受講者がグループ内で発表した。その後、グループ内

で１名の受講者が模擬授業を行い、ユニバーサルデザインの視点が取り入れられた授業で

あったかについて協議した。

(2) 研修内容

(3) 研究の方法
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サルデザイン化に関する意識調査を𦚰うとともに、ユニバーサルデザインの視点を取り入

れた研究授業を𦚰い、その効果を明らかにすることを目的とする。また、昨年度から取り

組んでいる、高等学校教員向けのユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業改善リー

フレットを作成し、次年度以降の研修に生かすこととした。

高橋ら（2021）は、ユニバーサルデザインに基づく教室環境の整備、授業改善の実践を
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・考察

調査結果（表１）から、講義・演習を通じて、「インクルーシブ教育システム」「高等学

校における特別支援教育」「授業のユニバーサルデザイン化」「UD フォント活用」について

受講者の知識・理解が深まったと考えられる。「３　授業のユニバーサルデザイン化ハン

ドブックを活用したいと思うか」「４　高等学校における特別支援教育リーフレットを活

用したいと思うか」「８　ユニバーサルデザインの視点に基づく授業づくりの実践の必要

性を感じたか」の数値上昇が見られることから、今後、授業のユニバーサルデザイン化の

視点を取り入れた授業改善に向けた取組が進むことが期待できる。また、受講者による自

由記述には、「ユニバーサルデザイン化を、今まで意識して行っていなかったが、自分自身

が授業をわかりやすく進めている部分がユニバーサルデザインの視点だということを確

認できた」「一つ一つの指示をとっても、曖昧な言い回しを避けるなどの意識を常に持って

おくことが必要だと感じた」等の記載があったことから、受講者がわかりやすい授業づく

りに取り組む必要性を再確認したと考えられる。 

３ 研究授業における取組 

(1) 調査目的

教科ごとに研究授業を実施し、ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業になって

いたかについて参観者による評価を行い、授業改善の効果を明らかにする。 

(2) 研修内容

２の研修で獲得した知識を生かし、高校教員３年次研修受講者のうち、国語１名、地歴・

公民１名、数学２名、理科１名、保健体育１名、外国語２名、情報１名、工業１名の教員

が勤務校において研究授業を実施した。研究授業の様子の一部を図１～図３に示す。研究

授業の学習指導案作成にあたっては、ユニバーサルデザインの視点を取り入れることを必

須とし、県立教育研修所の指導主事から助言を行った。その後、研究授業で取り入れられ

たユニバーサルデザインの工夫について協議した。 

(3) 研究の方法

・対象 高校教員３年次研修受講者 119 名（※）

※ 国語、地歴・公民、数学、理科、保健体育、外国語、情報、工業

・期間 令和５年９月～11月

・方法 選択と記述併用で質問紙による調査

調査項目は、兵庫県教育委員会（2016）が作成した、「特別支援教育の視点をいかした授

業のユニバーサルデザイン化ハンドブック」を参考に、導入・展開の工夫に関する３項目、

板書の工夫に関する２項目、視覚支援の工夫に関する３項目の計８項目を設定し、「かなり

できている」「少しできている」「あまりできていない」「全くできていない」の４件法で回

答を求めた。 

 図１ 活動の見通し 図２ 視覚的な提示  図３ 個別の配慮 
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・考察

調査結果（表１）から、講義・演習を通じて、「インクルーシブ教育システム」「高等学

校における特別支援教育」「授業のユニバーサルデザイン化」「UD フォント活用」について
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３ 研究授業における取組 

(1) 調査目的

教科ごとに研究授業を実施し、ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業になって

いたかについて参観者による評価を行い、授業改善の効果を明らかにする。 

(2) 研修内容

２の研修で獲得した知識を生かし、高校教員３年次研修受講者のうち、国語１名、地歴・

公民１名、数学２名、理科１名、保健体育１名、外国語２名、情報１名、工業１名の教員

が勤務校において研究授業を実施した。研究授業の様子の一部を図１～図３に示す。研究

授業の学習指導案作成にあたっては、ユニバーサルデザインの視点を取り入れることを必

須とし、県立教育研修所の指導主事から助言を行った。その後、研究授業で取り入れられ

たユニバーサルデザインの工夫について協議した。 

(3) 研究の方法

・対象 高校教員３年次研修受講者 119 名（※）

※ 国語、地歴・公民、数学、理科、保健体育、外国語、情報、工業

・期間 令和５年９月～11月

・方法 選択と記述併用で質問紙による調査

調査項目は、兵庫県教育委員会（2016）が作成した、「特別支援教育の視点をいかした授

業のユニバーサルデザイン化ハンドブック」を参考に、導入・展開の工夫に関する３項目、

板書の工夫に関する２項目、視覚支援の工夫に関する３項目の計８項目を設定し、「かなり

できている」「少しできている」「あまりできていない」「全くできていない」の４件法で回

答を求めた。 

 図１ 活動の見通し 図２ 視覚的な提示  図３ 個別の配慮 

工夫 質問項目

かなりでき
ている

少しでき
ている

あまりで
きていな
い

全くでき
ていない

カード・板書等で授業のねらいを明確に示すことができている。 57.9 28.6 11.8 1.7

学習の流れを示し、授業の進度が分かる工夫をしている。 51.3 33.6 12.6 2.5

課題に取り組みやすいよう、これまでの学習や生活との関連事項を
示し、興味関心を高めるよう工夫している。

59.7 37.8 2.5 0

簡潔な語句や丁寧な文字で書き、線や記号を活用している。 74.6 22.0 1.7 1.7

学習の流れが分かるように板書している。 50.0 31.4 16.9 1.7

理解を促したり、興味関心を持たせたりするために機器活用のねら
いや効果を明確にして使用している。

71.4 26.9 1.7 0

ICT機器を活用して興味関心を高め、学習内容の定着や理解の深化
を図るようにしている。

73.9 18.5 7.6 0

具体物を用いて視覚的に提示したり、操作的・体験的な活動を行っ
たりして、より深い理解を図るようにしている。

60.5 27.7 10.1 1.7

表２　授業のユニバーサルデザイン化に関する研究授業実施後の参観者評価 　数値は％

（n＝119）

視
覚
支
援

導
入
・
展
開

板
書

・結果及び考察

調査結果を表２に示す。どの質問項目についても、「かなりできている」と「少しできて

いる」と回答した割合を合計すると 80%以上となっていた。最高値は、「理解を促したり、

興味関心を持たせたりするために機器活用のねらいや効果を明確にして使用している」の

98.3%であった。全ての項目において 80%以上になった要因として、研修により授業のユニ

バーサルデザイン化に関する知識を獲得したからだと考えられる。ここで、工夫ごとの各

項目のうち、「かなりできている」の数値の高い項目に注目する。

導入・展開の工夫では、「課題に取り組みやすいよう、これまでの学習や生活との関連事

項を示し、興味関心を高めるよう工夫している」が59.7%で、「全くできていない」と回答し

た受講者がいなかったことから、このことについて研究授業者全員の意識が高いことが考

えられる。 

板書の工夫については、「簡潔な語句や丁寧な文字で書き、線や記号を活用している」

が74.6%であった。生徒が理解しやすいよう、簡潔な語句で書くことを意識している研究授

業者が多かったと考えられる。 

視覚支援の工夫については、「ICT 機器を活用して興味関心を高め、学習内容の定着や理

解の深化を図るようにしている」（73.9%）であった。研究授業では、ほとんどの教科で板

書と併用してプロジェクタが用いられていた。また、１・２年生の授業においては、１人

１台端末が積極的に活用されており、生徒の興味関心を高めるツールとして、タブレット

端末が有効活用されていた。ユニバーサルデザインの視点に基づく授業において、ICT機器

を活用した視覚支援の取組が進んでいることが伺える。

一方、「全くできていない」と回答した受講者が最も多かった項目は、導入・展開の工夫

では、「学習の流れを示し、授業の進度が分かる工夫をしている」が2.5%であった。また、

板書の工夫については、全ての項目が同一数値1.7%であった。これらは、教科によっては

板書をしない授業展開があったことが要因と考えられる。視覚支援の工夫については、「全

くできていない」と回答した受講者が最も多かった項目は、「具体物を用いて視覚的に提示

したり、操作的・体験的な活動を行ったりして、より深い理解を図るようにしている」1.7%

であった。教科によっては、このような工夫が困難であるため、今回の結果になったと考

えられる。 
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４ 今後の課題 

 本研究では、高校教員３年次研修受講者に授業のユニバーサルデザイン化に関する意識

調査を研修前後に実施し、ユニバーサルデザインの理解を深めさせ、その視点を取り入れ

た研究授業を行い、効果検証を行った。その結果、授業のユニバーサルデザイン化への意

識の向上を確認することができた。研究授業では、調査した全ての項目で高い割合を示し

た。ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業を行っていくことが、全ての生徒にと 

って分かりやすい授業につながり、障害のみならず、多様なニーズを有する生徒たちも含

め、ウェルビーイングの向上につながることが考えられる。しかし、「あまりできていない」

「全くできていない」と回答した項目も複数あり、引き続きユニバーサルデザインの視点

からの授業改善に取り組む必要があると思われる。また、研修受講前には、ユニバーサル

デザインの視点に基づく授業をしたことのある受講者の割合が50％未満であったことか

ら、高等学校の教員には、このことがまだまだ浸透していないと考えられる。今後、ユニ

バーサルデザインの視点を取り入れた授業改善を進めるにあたり、校内研修等において、

今回作成したリーフレットの活用が有効であると考える。

最後に、本研究では授業を受けた生徒への質問紙調査が行えなかったため、ユニバーサ

ルデザインの視点を取り入れた授業が生徒にとって効果的であったかについての検証はで

きなかったことが課題として残る。今後は、生徒への質問紙調査やインタビュー調査が必

要である。
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４ 今後の課題 

 本研究では、高校教員３年次研修受講者に授業のユニバーサルデザイン化に関する意識

調査を研修前後に実施し、ユニバーサルデザインの理解を深めさせ、その視点を取り入れ
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バーサルデザインの視点を取り入れた授業改善を進めるにあたり、校内研修等において、

今回作成したリーフレットの活用が有効であると考える。

最後に、本研究では授業を受けた生徒への質問紙調査が行えなかったため、ユニバーサ

ルデザインの視点を取り入れた授業が生徒にとって効果的であったかについての検証はで
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